
データの読み取りに基づく主張をパラグラフで記述する 

－型の習得を通した意見文の作成－ 

 

 
１ 科 目 名  国語総合（現代文） 
 
２ 単 元 名   表現 
 
３ 教 材 名  意見文を書く 
 
４ 単元の内容 

単元の目標 
と評価規準
・評価方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①単元の目標   

 ア 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめる 
                              （書く能力） 

イ 対象を的確に説明するために、適切な表現を考えて書く。   （書く能力） 
ウ 文や文章の組立てについて理解しようとしている。  （興味・関心・態度） 

 

②単元の目標設定の理由 
・テクストから読み取ったことに基づく意見文を書くに当たり、生徒が抱える困難は以下の２
点であると考える。 

  「どのような構成で書いたらよいか」 
  「どのような切り口で自分の意見をもったらよいか」 
これらは、文章を書く上で必要とされる「形式」と「内容」の２面で捉えた課題と言える。 

・本単元は、パラグラフ・ライティングという欧米における世界標準の文章作成法を習得する
ことを通して、意見文作成の抱える困難を解消することを目的とする。パラグラフとは、「主
張（結論）→根拠→再主張」という型を、それぞれトピック・センテンス（ＴＳ）、サポー
ティング・センテンス（ＳＳ）、コンクルーディング・センテンス（ＣＳ）で構成するもの
である。その形式・構成にしたがって、文章を作成することをパラグラフ・ライティングと
呼ぶ。データから客観的に読み取ったことを根拠として、そこから導き出される自分の考え
がそのまま意見文の切り口になる。 

③中心となる学習活動 
・データ（日本の食料自給率の推移、加工食品の安全性に対する信頼感と購買状況、食品自主
回収の推移についてのグラフ）に基づいて得られた自分の主張・意見をパラグラフ形式で記
述する。 

④言語活動の工夫 
・「国語総合」のＢ「書くこと」における言語活動例に、「イ 出典を明示して文章や図表な
どを引用し、説明や意見などを書くこと」とある。本単元では、グラフから得られた数量的
な変化や特徴を具体的に示すことが客観性のある根拠を明示することになる。 

・本単元で培われた能力は、２、３年次における「現代文Ｂ」の言語活動例エ「文章を読んで
関心をもった事柄などについて課題を設定し、様々な資料を調べ、その成果をまとめて発表
したり報告書や論文集などに編集したりすること」にもつながると考えられる。１つの完結
したパラグラフが複数のまとまりになることによって、序論・本論・結論のパラグラフを構
成し、より長い報告書や論文となっていく。 

⑤評価 

  評価規準 評価方法 状況Ｃの生徒への対応  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関心 
・ 
意欲 
・ 
態度 

①グラフから数値的な特徴を
読み取ろうとしている。 

②グラフから読み取ったこと
をもとに自分の意見をもと
うとしている。 

観察 
机間指導（ワークシ
ート） 
 
 

・他者の読み取りを参考にし
ながら、特徴的な変化に着
目させる。 

 

書く 
 

能力 

①自分の意見に基づくトピッ
ク・センテンスを作成する
ことができる。     

②パラグラフの構造に基づい
てアウトラインを作成でき
る。 

③根拠を明示して、自分の意
見をパラグラフ形式で記述

観察（発表・ワーク
シート） 
机間指導 

 

 

・グラフから読み取った特徴
の背景や要因について考
えるように促す。 

・「主張→根拠→結文」に該
当する部分を、文章ではな
く項目で構成するように
助言する。 

 



 
 
 
 
 
 
 

することができる。  
 
 
 
 
 
 

知識 
・ 
理解 

①パラグラフに関する基本事
項について理解している。 

観察（ワークシート） 
机間指導 

・「問答ゲーム」で習得した
「主張→根拠→結文」の形
式を参考にさせる。 

・他者の読み取りを参考にし
ながら、特徴的な変化に着
目させる。 

    

成果と課題 ①意見文の書き方が分からなかった生徒に対して、基本の型を示したことで構成の仕方を習得
させることができた。 

②自分の主張（意見）を上手くトピック・センテンスとして表すことができない生徒が目立っ
た。グラフから読み取った客観的な変化や特徴から導き出される考察の深化に向けて、段階
的な準備が必要である。 

アドバイス 
及び 
留意点 

①最初に「主張（結論）→根拠→結文」の形式を用いて口頭で相手に説明できるようにするこ
とが大切である。前もって、「問答ゲーム」を通して、相手の質問に対して、「私は～。な
ぜなら～からである。以上の理由により、私は～。」という定型で答える訓練は行っておく
と効果的である。更に、トピック・センテンスを作成する時に、相手からの質問にも答える
応答を繰り返しておくと、考えを深めていくことにつながり有益となる。 

②本単元の取組の前に、簡単なトピックでの問答や意見文作成の練習を行っておくとよい。 

小中学校と
の系統性 

中学校・第３学年・Ｂ書くこと 
ア 社会生活の中から課題を決め、取材を繰り返しながら自分の考えを深めるとともに、文

章の形態を選択して適切な構成を工夫すること。 
イ 論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説得力のある文章を書くこと。 

 
５ 単元の学習概要 

時間 
 
 

各時間の目標 
 
 

主な学習活動の流れと指導上の留意点 
 
 

評価規準 
↓ 

評価方法 

状況Ｃの生徒への対応
↓ 

次時に注意すること 
１ 
 

 
 
 
 
 

○パラグラ
フ の 構 造
と パ ラ グ
ラフ・ライ
テ ィ ン グ
の ル ー ル
を 理 解 す
る。 

 
○データか
ら 読 み 取
っ た こ と
に 基 づ い
て主張・意
見（結論）
をもつ。 

 
 
 
 

・パラグラフの基本構造とパラグラフ・ラ
イティングのルールを理解する。 

・別紙グラフから読み取った数値的な特徴
をワークシートにまとめる。 

・グループでの交流を通して得られた、他
者の読み取りを参考にして、自身の読み
取りをまとめ直す。 

・データから読み取ったことから導き出さ
れる「主張（結論）」を列挙する。 

・グループでの交流を通して得られた、他
者の「主張（結論）」を参考にして、自
身の「主張（結論）」を見直す。 

【Ｂイ・言イ(ｲ)】 
 
＊留意点 

・以下の点について十分に理解させておく。 

１つのパラグラフでは１つの論証のみ 

とする。  

形式は「トピック・センテンス」（パラ

グラフの冒頭に「主張（結論）」を置く）

→「サポーティング・センテンス」（「主

張」を裏付ける「根拠」を提示する）→「コ

ンクルーディング・センテンス」（パラグ

ラフの最後に再度「主張（結論）」を述べ

る）とする。 

・データから客観的に読み取った、数値的な

特徴が「根拠」となり、サポーティング・

センテンスとなることを理解させる。 

・今回は、日本の食料自給率の推移、加工食

品の安全性に対する信頼感と購買状況、食

品自主回収の推移についてのグラフをデ

ータとして用いた。 

・パラグラフに関す
る基本事項につい
て理解している。 

【知】 
・グラフから数値的
な特徴を読み取ろ
うとしている。 

 【関】 
・グラフから読み取
ったことを基に自
分の意見をもとう
としている。 

【関】 
↓ 

観察（ワークシート） 
机間指導 

・「問答ゲーム」
で習得した「主
張 → 根 拠 → 結
文」の形式を参
考にさせる。 

・他者の読み取り
を 参 考 に し つ
つ、増減や比率
等の観点からグ
ラフを見直させ
る。 

↓ 
・データから読み
取れることをで
きるだけ多く挙
げさせておく。 



２ ○トピック
・センテン
ス を 作 成
する。 

 
○クラスで
の 発 表 交
流 を 通 し
て、トピッ
ク・センテ
ン ス を 書
き改める。 

 
○アウトラ
イ ン を 作
成する。 

 

・前時の「主張（結論）」の中から１つ選
び、トピック・センテンスを作成する。 

・各グループから１つトピック・センテン
スを選び、クラスで発表し、その妥当性
について検討する。 

・クラスでの発表交流を参考にして、自分
のトピック・センテンスを書き改める。 

・パラグラフの基本構造に基づいてアウト
ラインを作成する。 

【Ａアウ・Ｂイ】 
 
＊留意点 

 ・トピック・センテンスの内容が、グラフの

特徴を言い換えたりまとめたりしたものに

ならないようにさせる。 

 

・自分の意見に基づ
くトピック・セン
テンスを作成する
ことができる。 

【書】 
・パラグラフの構造
に基づいてアウト
ラインを作成でき
る。   【書】 

↓ 
観察（発表・ワーク
シート） 
机間指導 

・グラフから読み
取った特徴の背
景や要因につい
て考えるように
促す。 

・「主張→根拠→
結文」に該当す
る部分を、文章
ではなく項目で
構成するように
助言する。 

↓ 
・データから読み
取ったことが、
自分の主張を裏
付ける根拠とし
て妥当か確認さ
せておく。 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○意見のパ
ラ グ ラ フ
を 作 成 す
る。 

 
○相互評価
を行う。 

 
 

・データから読み取れることを「根拠」に
して、そこから導き出される「主張（結
論）」をトピック・センテンスとするパ
ラグラフを書く。 

・各グループで相互評価を行う。 
【Ｂイエ】 
 

＊留意点 

 ・評価者は、「形式（パラグラフ形式になっ

ているか）」「説得力（データから読み取っ

た内容が根拠として適切か）」「工夫度（表

現や着眼点に工夫が見られるか）」というポ

イントで評価（記述）をする。 

・根拠を明示して、
自分の意見をパラ
グラフ形式で記述
することができ
る。   【書】 

↓ 
観察（ワークシート） 
机間指導 

・「主張→根拠→
結文」の形式に
なるように、１
文ずつでパラグ
ラフを構成する
ことから始める
ように促す。 

 
 
 

 
６ 第２時の学習指導案 

本時の位置 ２時間目（全３時間） 

本時の学習目標 
 
 

ア データから読み取ったことを基に自分の意見をもとうとしている。 
（関心・意欲・態度） 

イ データに基づいて得られた自分の意見をトピック・センテンスとして作成できる。 
（書く能力） 

ウ パラグラフの構造を理解してアウトラインを作成している。     （知識・理解） 

事前の準備 ①本時に使用するワークシートの作成 
②前時のワークシートの点検  

 学習内容 学習活動 指導上の留意点及び評価 

導
入 
５ 
分 

□本時の学習目標の
確認 

 
 

①本時の目標が、トピック・
センテンスとアウトライン
の作成であることを確認す
る。 

②前時のワークシートを基に
データの読み取りからどの
ような主張（意見）をもっ
たのかについて確認する。 

・前時のワークシートを返却する。 
・本時に使用するワークシートを配布する。 
・前時にどのような主張（意見）をもったのかにつ
いて、グループでの交流状況を机間指導により把
握する。 

 

展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 

□トピック・センテ
ンスの作成と発表
・見直し 

 
 
 
 
 
 

③前時の「主張（結論）」の
中から１つ選び、トピック
・センテンスを作成する。 

④各グループから１つトピッ
ク・センテンスを選び、ク
ラスで発表し、その妥当性
について検討する。 

⑤発表交流の内容を踏まえ
て、自身のトピック・セン

・トピック・センテンスの内容が、グラフの言い
換えやまとめにならないようにさせる。 

 

目標アに対する評価規準と評価方法 
〔規準〕 
・データから読み取ったことをもとに自分の意
見をもとうとしている。 

〔方法〕観察・机間指導 
〔状況Ｃの生徒への手だて〕 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
□アウトラインの作
成 

 

テンスを見直す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥パラグラフの基本構造に基
づいてアウトラインを作成
する。 

 
 
 
 
 
 
 

・グループ内での交流から得られたことを参考
にして、自分の意見をもつように助言する。 

 

目標ウに対する評価規準と評価方法 
〔規準〕 
・パラグラフの構造に基づいてアウトラインを
作成できる。 

〔方法〕 
観察（ワークシート）・机間指導 
〔状況Ｃの生徒への手だて〕 
・「主張→根拠→結文」に該当する部分ついて、
文章ではなく項目で構成するように助言す
る。 

 

目標イに対する評価規準と評価方法 
〔規準〕 
・データに基づいて得られた自分の意見をトピ
ック・センテンスとして作成できる。 

〔方法〕 
観察（発表・ワークシート）・机間指導 
〔状況Ｃの生徒への手だて〕 
・グラフから読み取った特徴の背景や要因につ
いて考えるように促す。 

ま
と
め
５
分 

□本時のまとめと次
時の学習内容の確
認 

 

⑦本時に作成したトピック・
センテンスとアウトライン
を見直す。 

⑧次時の学習内容を確認す
る。 

・ワークシートをグループごとに回収する。  

 


